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2014年度3月 修士課程修了生修士論文題目一覧
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(指導教員)
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(掲載順)

鹿 回 巨日ヨ 子 本学国際文化学研究科 博士後期課程2年

上 回 メ刀又、央 本学国際文化学研究科 修士課程2年

丸 山 詩 野 本学国際文化学!:M究科 修士謀程 2~

康 音日 綾乃 本学国際文化学研究平，. ，事士後期課程2年
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龍谷大学大学院国際文化研究科研究論集内規

制定 2002年12月11日

一部改正 2006年 4月12日

一部改正 2010年 6月2日

(目的と名称)

第l条 龍谷大学大学院国際文化学研究科の院生による国際文化に|刻する研究を奨励し、その成果

を発表する場を提供するため、「国際文化研究論集」を発行する。

(編集委員会)

第2粂 「国際文化研究論集Jの編集に関する賞務を果たす編集委員会をおく。
l 編集委員会は、国際文化学研究科に所属する若干名の教員により構成する。

2 編集委員の任期は1年とする。ただし再任を妨げない。

3 編集委員会の委員の互選による委貝長をおく。
4 編集委員会の委員長は委員会を招集し、その議長をつとめる。

(投稿資格)

第3条 「国際文化研究論集」に投稿できる者は、下記のとおりとする。

(1)国際文化学研究科に在学する者

(2 )国際文化学研究科修士課程を修了して3年を経過していない者

(3 )その他、 編集委員会が認めた者

(論文募集・審査・掲載)

第4粂 「国際文化研究論集」に掲載される論文は、日IJの投稿規程にもとづき公募し、応募論文につ

いては、編集委員会が審査をおこなう。

(論文の電子化)

第5条 掲載論文等の著作権は執筆者に帰属するが、本学及び国立情報学研究所等が論文等を電子
化により公開するものについては、複製権及び公衆送信権の行使を国|際文化学研究科に委

託するものとする。ただし、電子化による公開は執筆者の許諾を得たうえでおこなうもの

とする。

(事務)

第6条 「国際文化研究論集Jに閲する事務は、国際文化学部教務課がおこなう。

付則

この規程は、 2002年 12月11日より随行する。

付則 (2006年4月 12日第2条第l項改正)

この規程は、 2006年4月12日よ り施行する。

付 則 (2010 年 6 月 2 日第 5 条新設、第 6 条繰下および名称変更に宇I~ う改正)

この規程は、 2010年6月2日より施行する。
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『国際文化研究論集j投稿規程

執能要項

制定 2003年 3月5日

一部改正 2006年 1月18日

一部改正 2013年7月24日

l 本誌は国際文化学に閲する論文、研究ノート、 書評などを内容とする。原則として、未発表の

ものに|浪る。

2 編集委員会の依頼による査読を行い、掲載・不掲載、書き直しの有無、掲載形式などを決定する。
3 論文の長さは次の通りとする。

a 論文はA4用紙(原稿の様式は第5項の通りとする。以下同じ。)で15枚までとする。

b 研究ノートはA4用紙で10枚までとする。

c i~守ドは A4用紙で 5枚までとする。

4 和文原稿の場合は英文タイトルと英文要旨 (150語)を、英文原稿の;場合は和文タイ トルと和文

要旨 (300字)を添付すること。また、論文・研究ノートには本文以外の言語による抄録 (A4 

用紙でl枚以内)を添付すること。日本語、英語、フランス語、中国語、コリア語以外で抄銭

を書く場合には、 事前に編集委員会に相談して許可を得ること。

5 執筆の細目は次の通りとする。

原稿はワープロ文書にてハードコピーと電子媒体を提出すること。

原稿の様式は、 A4版の用紙に横性き一段組みで、余白は左右30ミリ、上下35ミリとし、

ページあたり 38字 x37行で設定する。

本文のフォントは、和文の場合は明朝体でサイズ 10.5ポイント(タイトルは 12ポイント)、

英文の場合はTimesでサイズll(タイトルは 12ポイント)を基本とする。

和文論文名は一重カギ (rJ)、和文書名は二重カギ (rJ)、欧文論文名はクォーテーション・

マーク (“")、欧文書名はイタリ ック体(または書名にアンダーライン)で表示すること。

投稿資格

原則として龍谷大学大学院国際文化学研究科修士課程・ fi./J.士後期諜程在学者ならびに研究生・特別
専攻生とし、投稿の際、指導教員の推薦を受けること。ただし、編集委員会が認めた者はこの限り

でない。

投稿先

龍谷大学国際文化学部教務課内 rr国際文化研究論集j編集委員会」。

投稿期限

原則として発行年度の9月末日。

付則

この規程は、 2003年3月58から施行する。

付則 (2006年1月18日「投稿資格J改正)
この規程は、 2006年1月18日から施行する。

付則 (2013年7月24日 r3、4、5、投稿資格J改正)
この規程は、 2013年7月24日から施行する。
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編集後記

今号では、計-5本の投稿原稿のうち、 3本の論文と 1:本の研究ノートを掲載することができ

ました。

今年度は原稿の揃う時期が遅かったために、 学部移転の引越しゃ定期試験の準備・採点で多

忙を極めているなかでの査読依頼となってしまい、査読者ーには大変ご迷惑をおかけいたしまし

た。無理なお願いを引き受けてくださった先生方には、心から感謝申し上げます。

今号では、修士課程に在籍する 2名の投稿論文が掲i服されております。今後も、修士課程の

学生には哲って投稿して頂きたいと思います。私自身、学生時代に3回この論集へ論文を投稿

しておりますが、指導教員以外の先生から厳しい査読コメントを受け、修正を重ねて原稿を完

成させるプロセスを経験できたことはとてもn・1fIであったと認殺しています。
「シンポジウム多文化共生とナショナリズム ~国際文化学が目指すもの-Jについては糊
口順也先生に原稿作成をお願いし、編集委員会は完全原稿と して受け取り ました。ありがとう

ございました。

林 則仁

龍谷大学大学院国際文化研究論集編集委貝会 委 只瀧本県人

委 u林 則仁
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